
(57)【要約】

【課題】外部基板との加熱加圧による接続を行うにあた

り、耐加圧力の低い第１の機能領域へのダメージを軽減

し、信頼性の高い接続を行うこと。

【解決手段】本発明は、記憶素子からなり複数に領域が

分割された第１の機能領域１と、外部との信号入出力を

行う複数のバンプＢを有し第１の機能領域１間にも領域

を有する第２の機能領域２とが同一基板に設けられてい

る半導体の基板１０と、この基板１０の上記複数のバン

プＢと直接接続された外部基板２０とを有する半導体装

置であって、前記半導体の基板１０を平面視した場合、

第１の機能領域１間の第２の機能領域２に、上記複数の

バンプＢが形成されているものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 憶 素 子 か ら な り 複 数 に 領 域 が 分 割 さ れ た 第 １ の 機 能 領 域 と 、 外 部 と の 信 号 入 出 力 を 行
う 複 数 の バ ン プ を 有 し 上 記 第 １ の 機 能 領 域 間 に も 領 域 を 有 す る 第 ２ の 機 能 領 域 と が 同 一 基
板 に 設 け ら れ て い る 半 導 体 基 板 と 、
　 上 記 半 導 体 基 板 の 上 記 複 数 の バ ン プ と 直 接 接 続 さ れ た 外 部 基 板 と を 備 え る 半 導 体 装 置 で
あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 基 板 を 平 面 視 し た 場 合 、 前 記 第 １ の 機 能 領 域 間 の 前 記 第 ２ の 機 能 領 域 に 、 上
記 複 数 の バ ン プ が 形 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 機 能 領 域 に は 、 駆 動 回 路 も し く は 信 号 処 理 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 機 能 領 域 に お け る 耐 加 圧 力 は 前 記 第 １ の 機 能 領 域 に お け る 耐 加 圧 力 よ り 大 き
い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 記 憶 素 子 か ら な る 第 １ の 機 能 領 域 と 、 外 部 と の 信 号 入 出 力 を 行 う 複 数 の バ ン プ を 有 し 上
記 第 １ の 機 能 領 域 に 囲 ま れ る 領 域 を 有 す る 第 ２ の 機 能 領 域 と が 同 一 基 板 に 設 け ら れ て い る
半 導 体 基 板 と 、
上 記 半 導 体 基 板 の 上 記 複 数 の バ ン プ と 直 接 接 続 さ れ た 外 部 基 板 と を 備 え る 半 導 体 装 置 で あ
っ て 、
　 前 記 半 導 体 基 板 を 平 面 視 し た 場 合 、 前 記 第 １ の 機 能 領 域 に 囲 ま れ て い る 前 記 第 ２ の 機 能
領 域 に 、 上 記 複 数 の バ ン プ が 形 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 に 記 憶 領 域 等 か ら 成 る 第 １ の 機 能 領 域 と 、 駆 動 回 路 等 か ら 成 る 第 ２ の 機
能 領 域 と 、 外 部 と の 信 号 入 出 力 を 行 う 電 極 と が 設 け ら れ た 半 導 体 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Random Access Memory） 等 の メ モ リ や 駆 動 回 路 等 が 形 成 さ れ た チ ッ
プ （ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ ） を 外 部 基 板 に 接 続 す る 技 術 と し て 、 は ん だ バ ン プ を 用 い て 加 熱 加 圧
に よ り 固 定 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ に バ ン プ 接 続 用 パ ッ ド を 配 置 す
る 場 合 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ 直 上 に 配 置 す る と 、 バ ン プ 接 続 （ 組 立 ） 時 に 荷 重 が か か る た
め 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ に ダ メ ー ジ が 入 っ た り 、 特 性 が 悪 化 す る な ど の 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 従 来 で は Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ 直 上 を 避 け て 周 辺 回 路 （ 駆 動 回 路 等 ） の 位 置 に
バ ン プ 接 続 用 パ ッ ド を 配 置 し て い る 。 図 ８ は 従 来 の 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で あ り 、
（ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 は 、 信 号 処 理 チ ッ プ
な ど の Ｌ Ｓ Ｉ か ら 成 る 外 部 基 板 ２ ０ 上 に バ ン プ Ｂ を 介 し て 上 に Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ 等 を 備 え た
基 板 １ ０ を 接 続 し た 構 成 と な っ て い る 。 こ の 場 合 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ 上 に 形 成 さ れ た Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ セ ル ア レ イ 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ ） 内 の 同 一 表 面 上 を 避 け て 、 他 の 信 号 処 理 回 路 等 が
形 成 さ れ る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に バ ン プ 接 続 用 パ ッ ド お よ び バ ン プ Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
ま た 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ー を 接 続 す る た め の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 配 置 に 関 す る 技 術 が
特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ４ － １ ６ ２ ６ ６ ４ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 半 導 体 装 置 で は 、 バ ン プ 接 続 用 パ ッ ド お よ び バ ン プ が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ
ル ア レ イ 領 域 を 避 け て 配 置 さ れ て い る た め 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ の 接 続 の 際 に バ ン プ を 介 し て
荷 重 が か か っ て も Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ に 影 響 を 与 え る こ と は な い も の の 、 バ ン プ 接 続 用 パ
ッ ド お よ び バ ン プ が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ チ ッ プ 上 の 左 右 両 端 と い っ た よ う に 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る
た め 、 バ ン プ 接 続 （ 組 立 ） 時 の 歩 留 が 低 下 す る と い っ た 問 題 が 発 生 す る 。 つ ま り 、 Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ チ ッ プ の わ ず か な 傾 き で も 左 右 両 端 に 配 置 さ れ た バ ン プ へ の 荷 重 ば ら つ き が 大 き く な り
、 例 え ば 一 方 端 の バ ン プ は 接 続 さ れ て も 他 方 端 の バ ン プ が 浮 い て し ま う な ど 、 全 て の バ ン
プ に 対 す る 均 一 な 加 圧 接 続 が 困 難 と な り 、 製 品 の 信 頼 性 低 下 を 招 く こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は
、 記 憶 素 子 か ら な り 複 数 に 領 域 が 分 割 さ れ た 第 １ の 機 能 領 域 と 、 外 部 と の 信 号 入 出 力 を 行
う 複 数 の バ ン プ を 有 し 上 記 第 １ の 機 能 領 域 間 に も 領 域 を 有 す る 第 ２ の 機 能 領 域 と が 同 一 基
板 に 設 け ら れ て い る 半 導 体 基 板 と 、 上 記 半 導 体 基 板 の 上 記 複 数 の バ ン プ と 直 接 接 続 さ れ た
外 部 基 板 と を 備 え る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 前 記 半 導 体 基 板 を 平 面 視 し た 場 合 、 前 記 第 １ の
機 能 領 域 間 の 前 記 第 ２ の 機 能 領 域 に 、 上 記 複 数 の バ ン プ が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 で は 、 第 １ の 機 能 領 域 の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 機 能
領 域 と 重 な る 位 置 に 電 極 が 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 電 極 の 配 置 と し て 基 板 の 略 中 央 に ま
と め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 接 続 の 際 の 圧 力 が 第 １ の 機 能 領 域 へ 加 わ る こ と を 防 止
で き る と と も に 、 電 極 の 配 置 領 域 を 広 げ る こ と な く 電 極 を 介 し た 外 部 基 板 と の 加 圧 接 続 を
行 う こ と が で き 、 電 極 に 対 す る 均 一 な 接 続 を 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果 が あ る 。 す な わ ち 、 半 導 体 装 置 を 加 熱 加 圧
に よ っ て 外 部 基 板 と 接 続 す る 場 合 、 電 極 を 介 し た 圧 力 が 第 １ の 機 能 領 域 へ 加 わ る こ と が な
く な っ て 第 １ の 機 能 領 域 へ の ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 電 極 の 配 置
領 域 が 基 板 の 略 中 央 部 分 に ま と ま る た め 、 電 極 に 対 す る 均 一 な 接 続 に よ っ て 信 頼 性 の 高 い
機 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体
装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 半 導
体 装 置 は 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 第 １ の 機 能 領 域 １ と 第 ２ の 機 能 領 域 ２ と が 設 け ら れ た も
の で 、 第 １ の 機 能 領 域 １ と し て は Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ （ 記 憶 素 子 領 域 ） 、 第 ２ の 機 能 領 域
２ と し て は Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ に 対 す る 信 号 処 理 回 路 や 駆 動 回 路 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 で は 、 第 １ の 機 能 領 域 １ が ２ つ （ １ ａ 、 １ ｂ ） 設 け ら れ て お
り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を 平 面 視 し た 場 合 の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 の 領 域 ） と
な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 外 部 と の 信 号 入 出 力 を 行 う 電 極 で あ る バ ン プ （ 金 属 突 起 ） Ｂ が
設 け ら れ て い る 。 半 導 体 装 置 は 、 こ の バ ン プ Ｂ を 介 し て フ ェ ー ス ダ ウ ン で 外 部 基 板 ２ ０ と
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 各 部 の 配 置 に よ り 、 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 で 第 １ の 機 能 領 域 １ で あ る Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
セ ル ア レ イ 直 上 を 避 け て 、 バ ン プ Ｂ を 設 け る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 半 導 体 装 置
の バ ン プ Ｂ を 介 し た 外 部 基 板 ２ ０ と の 加 熱 加 圧 接 続 に お い て 、 バ ン プ Ｂ か ら Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル
ア レ イ （ 第 １ の 機 能 領 域 １ ） に は 圧 力 が 加 わ ら な い こ と に な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ま り 、 第 １ の 機 能 領 域 １ で あ る Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ は 、 一 定 面 積 当 た り の 耐 加 圧 力 （
以 下 、 単 に 「 耐 加 圧 力 」 と 言 う 。 ） が 第 ２ の 機 能 領 域 ２ で あ る 信 号 処 理 回 路 や 駆 動 回 路 の
領 域 よ り も 低 い た め 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ （ 第 １ の 機 能 領 域 １ ） に は バ ン プ Ｂ か ら 圧 力 が
加 わ ら な い こ と で Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ へ の ダ メ ー ジ を 防 止 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 バ ン プ Ｂ が 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分 に 配 置 さ れ て い る た め 、 基 板 １ ０ の 端 部 に バ ン
プ を 設 け る 場 合 に 比 べ て 最 端 の バ ン プ 間 の 距 離 を 短 く す る こ と が で き 、 基 板 １ ０ が 多 少 傾
い て も 外 部 基 板 ２ ０ に 対 し て 均 一 に バ ン プ 接 続 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ）
は 断 面 図 で あ る 。 す な わ ち 、 こ の 半 導 体 装 置 は 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 設 け ら れ た 第 １ の
機 能 領 域 １ お よ び 第 ２ の 機 能 領 域 の う ち 、 第 １ の 機 能 領 域 １ が ４ つ （ １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、
１ ｄ ） 設 け ら れ て お り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を 平 面 視 し た 場 合 の 外 接 矩 形 よ
り も 内 側 の 領 域 ） と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 十 字 状 に 複 数 の バ ン プ Ｂ が 配 置 さ れ た も の
で あ る 。 半 導 体 装 置 は 、 こ の バ ン プ Ｂ を 介 し て フ ェ ー ス ダ ウ ン で 外 部 基 板 ２ ０ と 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 各 部 の 配 置 に よ り 、 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 で 第 １ の 機 能 領 域 １ で あ る Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
セ ル ア レ イ 直 上 を 避 け て 、 バ ン プ Ｂ を 設 け る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 半 導 体 装 置
の バ ン プ Ｂ を 介 し た 外 部 基 板 ２ ０ と の 加 熱 加 圧 接 続 に お い て 、 先 の 例 と 同 様 の 作 用 効 果 、
す な わ ち バ ン プ Ｂ か ら 耐 加 圧 力 の 低 い （ 信 号 処 理 回 路 や 駆 動 回 路 か ら な る 第 ２ の 機 能 領 域
２ よ り も 耐 加 圧 力 の 低 い ） Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ （ 第 １ の 機 能 領 域 １ ） に は 圧 力 が 加 わ ら ず
、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ へ の ダ メ ー ジ を 防 止 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 複 数 の バ ン プ Ｂ が 十 字 状 に 配 置 さ れ る こ と で 、 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分 へ の 配 置 と
と も に 、 各 バ ン プ Ｂ と 第 １ の 機 能 領 域 １ と の 配 線 間 距 離 を 極 力 短 く す る こ と が で き 、 信 号
遅 延 の 抑 制 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 平 面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置
は 図 ２ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 応 用 例 で あ り 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 設
け ら れ た 第 １ の 機 能 領 域 １ お よ び 第 ２ の 機 能 領 域 の う ち 、 第 １ の 機 能 領 域 １ が ６ つ （ １ ａ
、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 、 １ ｅ 、 １ ｆ ） 設 け ら れ て お り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を
平 面 視 し た 場 合 の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 の 領 域 ） と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 、 複 数 の バ ン
プ Ｂ が 連 続 す る 十 字 状 と な っ て 配 置 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ の 機 能 領 域 １ は い く つ 設 け ら れ て い て も よ く 、 各 第 １ の 機 能 領 域 （ 例
え ば 、 １ ａ ～ １ ｆ ） の 間 と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ の 位 置 に バ ン プ Ｂ を 配 置 す る こ と で 、 基
板 １ ０ の 略 中 央 部 分 へ の バ ン プ 配 置 お よ び 各 バ ン プ Ｂ と 第 １ の 機 能 領 域 １ と の 配 線 間 距 離
の 短 縮 化 を 両 立 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 平 面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置
は 図 ２ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 応 用 例 で あ り 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 設
け ら れ た 第 １ の 機 能 領 域 １ お よ び 第 ２ の 機 能 領 域 の う ち 、 第 １ の 機 能 領 域 が ４ つ （ １ ａ 、
１ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ ） 設 け ら れ て お り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を 平 面 視 し た 場 合
の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 の 領 域 ） と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 複 数 の バ ン プ Ｂ が 矩 形 状 に 配
置 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 各 部 の 配 置 に よ り 、 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分 へ バ ン プ Ｂ を 配 置 で き る と と も に
、 各 バ ン プ Ｂ と 第 １ の 機 能 領 域 １ と の 配 線 間 距 離 の 短 縮 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 平 面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置
は 図 ４ に 示 す 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 応 用 例 で あ り 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 設
け ら れ た 第 １ の 機 能 領 域 １ お よ び 第 ２ の 機 能 領 域 の う ち 、 第 １ の 機 能 領 域 １ が ４ つ （ １ ａ
、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ ） 設 け ら れ て お り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を 平 面 視 し た 場
合 の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 の 領 域 ） と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 矩 形 状 に バ ン プ Ｂ が 配 置 さ
れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 機 能 領 域 １ （ １ ａ ～ １ ｄ ） が 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分 に 矩 形 状
に 配 置 さ れ た バ ン プ Ｂ の 回 り を 囲 む よ う に 一 部 領 域 を 切 り 欠 い た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。
こ の よ う な 配 置 に よ っ て 、 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分 へ の バ ン プ 配 置 お よ び 各 バ ン プ Ｂ と 第 １
の 機 能 領 域 １ と の 配 線 間 距 離 の 短 縮 化 と と も に 、 基 板 １ ０ の レ イ ア ウ ト 効 率 を 高 め る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ は 、 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 平 面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置
は 図 ５ に 示 す 第 ５ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 応 用 例 で あ り 、 チ ッ プ 状 の 基 板 １ ０ に 設
け ら れ た 第 １ の 機 能 領 域 １ お よ び 第 ２ の 機 能 領 域 の う ち 、 第 １ の 機 能 領 域 １ が ４ つ （ １ ａ
、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ ） 設 け ら れ て お り 、 そ の 間 の 領 域 （ 第 １ の 機 能 領 域 １ を 平 面 視 し た 場
合 の 外 接 矩 形 よ り も 内 側 の 領 域 ） と な る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に 複 数 の バ ン プ Ｂ が 矩 形 状 に
配 置 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ン プ Ｂ の 偶 部 の 一 部 が 第 １ の 機 能 領 域 １ の 一 部 と 重 な っ て い
る 点 で 他 の 実 施 形 態 と 相 違 す る 。 つ ま り 、 第 １ の 機 能 領 域 １ の う ち バ ン プ Ｂ と 重 な る 部 分
は 接 続 の 際 に 当 然 圧 力 を 受 け る こ と に な る 。 し た が っ て 、 設 計 当 初 か ら こ の バ ン プ Ｂ か ら
圧 力 を 受 け る 第 １ の 機 能 領 域 １ の 一 部 を 無 効 領 域 （ 機 能 さ せ な い 領 域 ） と し て 設 定 し て お
く 。 こ れ に よ っ て 、 バ ン プ Ｂ の 領 域 と 第 １ の 機 能 領 域 １ と を 接 近 で き 、 第 ５ の 実 施 形 態 に
係 る 半 導 体 装 置 の 効 果 に 加 え 、 さ ら に レ イ ア ウ ト 効 率 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 平 面 図 で あ る 。 こ の 半 導 体 装 置
は 、 第 ２ の 機 能 領 域 ２ が 第 １ の 機 能 領 域 １ に 囲 ま れ る 状 態 で 配 置 さ れ 、 そ の 第 １ の 機 能 領
域 １ に 囲 ま れ る 第 ２ の 機 能 領 域 ２ 内 に バ ン プ Ｂ が 配 置 さ れ た も の で あ る 。 つ ま り 、 第 １ の
機 能 領 域 １ が 環 状 に 連 続 し て お り 、 そ の 中 央 の 抜 け て い る 部 分 に 第 ２ の 機 能 領 域 ２ お よ び
バ ン プ Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 第 １ の 機 能 領 域 １ が 分 割 さ れ ず に 環 状 と な っ て い て も 基 板 １ ０ の 略 中 央 部 分
へ の バ ン プ Ｂ を 配 置 で き 、 ま た 各 バ ン プ Ｂ と 第 １ の 機 能 領 域 １ と の 配 線 間 距 離 の 短 縮 化 を
図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 説 明 し た 各 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 第 １ の 機 能 領 域 １ と し て は 、 １ つ の 機
能 領 域 を 分 割 し て 配 置 し た も の で も 、 複 数 の 機 能 領 域 を 配 置 し た も の で も よ い 。 例 え ば 、
第 １ の 機 能 領 域 １ が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ か ら 成 る 場 合 、 合 計 で ２ ５ ６ Ｍ ｂ ｉ ｔ と な る よ う
複 数 の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ に 分 割 し て 配 置 し て も （ こ の 場 合 、 分 割 さ れ た １ つ の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
セ ル ア レ イ が 第 １ の 機 能 領 域 １ の １ 個 に 相 当 ） 、 ま た １ つ の 第 １ の 機 能 領 域 １ が ２ ５ ６ Ｍ
ｂ ｉ ｔ の Ｄ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ア レ イ で こ れ を 複 数 個 配 置 し て も よ い （ こ の 場 合 、 第 １ の 機 能 領 域
１ の 個 数 × ２ ５ ６ Ｍ ｂ ｉ ｔ 分 の 合 計 容 量 と な る ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 機 能 領 域 １ と し て は 矩 形 を 中 心 に 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 円 形 な
ど の 曲 線 部 分 を 含 む も の で も よ い 。 さ ら に 、 電 極 は バ ン プ Ｂ 以 外 で あ っ て も 加 圧 加 熱 に よ
る 接 続 を 行 う も の で あ れ ば 他 の 電 極 で あ っ て も 同 様 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 平 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 平 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 平 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 平 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 平 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ … 第 １ の 機 能 領 域 、 ２ … 第 ２ の 機 能 領 域 、 １ ０ … 基 板 、 ２ ０ … 外 部 基 板 、 Ｂ … バ ン プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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